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樹木等維持管理業務委託共通仕様書  

 

１ 植物管理の目的            

(1) 植物管理の特質 

植物管理は、剪定・病虫害防除・施肥・灌水等を通じ、植物の健全かつ均整のとれ

た生育を促し、植栽目標に近づける「育成管理」を基本とする。この点において、

当初の機能・性能・価値を維持する「施設の維持管理」とは性格が異なることに留

意すること。 

(2) 植栽目標 

  植栽の目標形は樹種・植栽場所など条件により様々であり、目標形を監督職員と協

議し、確認した上で適切な管理を行わなければならない。 

 

２ 適用範囲          

(1) 樹木等維持管理業務委託共通仕様書（以下「共通仕様書」という。）は、市川市

が発注する公園、緑地、施設および街路樹その他樹木等維持管理業務に係わる委

託契約書（以下「契約書」という。）の内容について、必要な事項を定め、もっ

て契約の適正な履行の確保を図るためのものである。 

(2)  契約図書は、相互に補完し合うものとし、契約書および設計図書のいずれかによ

って定められている事項は、契約の履行を拘束するものとする。 

(3) 特記仕様書、数量表および共通仕様書の間に相違がある場合、受託者は、監督職

員に確認して指示を受けなければならない。 

(4) 受託者は、信義に従って誠実に業務を履行し、監督職員の指示がない限り業務を

継続しなければならない。但し、契約書に定める作業の変更、中止を行う場合は、

この限りではない。 

 

３ 用語の定義         

共通仕様書に使用する用語の定義は、次の各項に定めるところによる。 

(1) 「委託者」とは、市川市をいう。 

(2) 「受託者」とは、業務の実施に関し、委託者と委託契約を締結した個人または会

社その他の法人をいう。 

(3) 「検査職員」とは、業務の完了の検査にあたって、委託者が検査を行う者として

定めた者をいう。 

(4) 「契約図書」とは、契約書および設計図書をいう。 

(5) 「仕様書」とは、共通仕様書および特記仕様書（これらにおいて明記されている

適用すべき諸基準を含む。）を総称していう。 

(6) 「共通仕様書」とは、当該業務に共通する技術上の指示事項等を定める図書をい

う。 

(7) 「特記仕様書」とは、共通仕様書を補足し、当該業務の実施に関する明細または

特別な事項を定める図書をいう。 

(8) 「協力者」とは、受託者が業務の遂行にあたって、再委託する者をいう。 
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(9) 「監督職員」とは、契約の履行についての受託者に対する指示、承諾または協議

を行う権限を有する者をいう。 

 

４ 業務担当に関する事項           

4-1 業務責任者の適正な配置 

(1) 受託者は、その受託した業務の適正な作業を確保するため、当該作業現場に業務

責任者を配置し、受託業務の管理および統括を行わなければならない。 

(2) 業務責任者は、当該受託者と直接的かつ恒常的な雇用関係にある者で、常時継続

的に当該作業現場においてその職務に従事するものとする。 

(3) 業務責任者は、市民からの問い合わせや要望があった時は真摯に対応すること。

また、受託業務外の内容についてはその内容を監督職員に連絡すること。 

 

4-2 再委託 

(1) 受託者は、その受託した業務を一括して他人に行わせてはならない。 

(2) 受託者は、あらかじめ委託者の書面による承諾を得た場合に限り、当該業務の一

部を再委託することができる。この場合において、受託者は、不必要な再委託を

行ってはならない。 

(3) 受託者は再委託に付する場合には、次の各号に掲げる要件をすべて満たされなけ

ればならない。 

ア) 受託者が再委託業務について「業務計画の作成」、「工程管理」、「出来形・品

質管理」、「完了検査」、「安全管理」、「協力者への指導監督」等について主体

的な役割を現場で果たすこと。 

イ) 協力者が市川市の入札参加業者適格者名簿に登録された者である場合には、

指名停止期間中でないこと。 

ウ) 協力者は、再委託する業務の履行能力を有すること。 

 

５ 提出書類及び納品図書など        

5-1 業務計画書 

(1)  受託者は、契約締結後１４日以内かつ、業務開始までに計画工程表、作業方法、

安全管理その他次の各号に掲げる事項を盛り込んだ業務計画書を監督職員に提

出し、監督職員の承諾を得ること。尚、監督職員に不備を指摘された場合はただ

ちに修正を行い、監督職員の承諾を得てから、業務に取り掛かること。 

ア) 業務概要 

イ) 計画工程表 

ウ) 現場組織表（業務責任者、作業員名簿、業務に必要な資格の控え、施工体制台帳

等） 

エ) 使用機材、車両(車検証の控え等)  

オ) 主要材料（ＳＤＳ等） 

カ)  作業方法 

キ) 施工管理計画（出来形管理、品質管理、写真管理等） 

ク) 安全管理（安全訓練等の実施） 
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ケ) 緊急時の連絡体制(休日の連絡先、救急病院への案内図等)  

コ) 交通管理(作業帯図、交通規制帯図等)   

サ) 環境対策 

シ) 現場作業環境の整備 

ス) その他当該業務に必要と認める事項 

(2) 受託者は業務計画書を遵守し、受託業務にあたらなければならない。 

 

5-2 作業写真 

(1) 受託者は、千葉県写真管理基準に則って写真管理を行うこと。尚、夜間撮影にお

いては高感度（ＩＳＯ４００以上）カメラにて撮影し、作業内容が分かるように

すること。 

(2)  受託者は、前項の作業写真について日々整理を行い監督職員から請求があった場

合に、ただちに提示しなければならない。 

 

5-3 納品図書 

(1)  受託者は、業務が完了したときは、納品図書として次に掲げる書類および完了届

を委託期間満了日までに提出し、検査を受けなければならない。 

ア) 出来高数量表（平面図、求積図等出来高の分かるものを添付すること） 

イ) 実施工程表（計画工程表と比較できるもの） 

ウ) 打ち合わせ記録簿（Ｅメール・口頭協議・指示も記録簿に残すこと） 

エ) 作業報告書(作業内容、日時、天候、作業人数、使用機械、氏名等の分かるも

の) 

オ) 各種伝票の写し(主要材料、発生材等)および集計表 

カ) 作業写真（作業前、作業後、作業中がはっきりとわかるもの。尚、写真に日

付を写しこむこと） 

キ) 安全教育等記録の写し 

ク) 農薬使用記録簿の写し  

   ケ) その他当該業務に必要と認めた書類 

 

６ 業務上の注意事項           

6-1 業務の協議・連絡 

(1)  監督職員との協議・記録 

ア）受託者は業務着手にあたり監督職員と良く話し合い、剪定の目的・目標・留意

事項などを良く理解したうえで、作業計画を作成し、各々の作業を適切に行う

こと。  

イ）協議した内容は、必ず打合せ記録簿に残すこと。 特に、業務上の重要点や施

行原則を変更する場合などは丁寧に記載すること。 

 (2) 受託者は作業実施にあたり、週間予定表および実施報告書を週初めまでに監督職

員に提出すること。   

 (3) 受託者は週間予定表に則って作業を行い、予定の変更がある場合は事前に監督職

員に連絡すること。 
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(4) 作業中、以下のような問題・異常を発見した場合には監督職員に報告し、対応策

を協議すること。 

・人、車等の通行か所において、安全性に問題が生じる可能性がある場合（倒木、

枝折れ等） 

・樹木、草本の異常（病虫害など）を発見した場合 

・そのほか、樹木以外の異常（防犯・防災に関する異常など）を発見した場合。 

 

6-2 土地への立入り 

受託者は、当該業務を実施するため、国有地、公有地または私有地に立入る場合は、

監督職員および関係者と十分な協議を行い、業務を円滑に履行するよう努めなけれ

ばならない。尚、やむを得ない理由により現地への立入りが不可能となった場合に

は、ただちに監督職員へ報告し、指示を受けなければならない。 

 

6-3 業務上の配慮事項 

(1) 受託者は、業務従事者の服装や行動について、施行場所の利用者および近隣住民

に不快感を与えないように配慮するとともに、業務の実施にあたり、事前に近隣

住民や利用者等に案内等の周知を図るものとする。 

(2) 受託者は、業務の実施に際しては、適切な環境対策を実施し、円滑な業務遂行に

努めなければならない。 

 

6-4 緊急時の連絡体制 

受託者は、災害等が発生した場合および発生が予測される場合は、臨機の対応が

とれるよう緊急時の連絡体制に基づいて、被害を最小限に食い止めるものとする。 

 

6-5 廃棄物の処理 

(1) 業務で生じるによる発生材(剪定・刈込の枝葉、刈り取った草など)については一

般廃棄物とし、適切に処理した旨を示した伝票を提出しなければならない。 

但し、特記事項のあるもの（草刈・芝刈における「刈りっぱなし、集草まで、運搬まで」など）

はこの限りではない。 

(2) 業務で生じる発生材以外の塵芥については１か所に収集・分別し、その処理につ

いては監督職員と協議すること。 

 

７ 業務上の義務・責務             

7-1 安全等の確保         

(1)  受託者は業務の実施にあたり、作業着手前までに関連作業員を集めて適切な時間

をかけて新規入場者教育および、当該業務に必要な安全衛生教育を行うこと。ま

た、業務途中で新たに加わる作業員についても同様に新規入場者教育および安全

衛生教育を行うこと。 

(2) 受託者は作業開始前に作業員全員を集めて、当日の作業内容による安全教育（Ｋ

ＹＫ）等注意点を確認してから作業を行うこと。 

(3) 受託者は、業務の実施に際して適切な作業帯・交通規制帯の設置および交通誘導
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員を配置し、作業員の安全確保と共に付近住民、通行人および通行車両等第三者

の安全確保に努めること。 

(4)  受託者は、業務の実施に際しては、労働安全衛生法その他関係法令に基づく措置

を講じておくこと。 

(5)  受託者は、業務実施中の安全管理について、適時巡視を行って指導および監督に

努めること。 

(6) 上記の安全教育等に関してはすべて記録に残し（日時、内容、参加者、状況写真

等）、写しを納品図書と合わせて提出すること。 

 

7-2 守秘義務 

受託者は、業務の実施過程で知り得た秘密を第三者に漏らしてはならず、かつ、

他の目的に使用してはならない。契約終了後も同様とする。 

 

7-3 法令順守等 

(1) 本仕様書に定めのない業務上必要な軽易な事項については、関係法令等を遵守し、

受託者の責任において処理するものとする。 

(2) 受託者は、その使用人とは適正な雇用契約を結び、労働関係法令を遵守しなけれ

ばならない。 

(3) 業務の履行に当たっては、労働基準法その他関係法令を遵守しなければならない。 

(4) 道路上の作業になる場合は、作業に先立ち「道路使用許可証」を取得し許可条件

を遵守すること。 

 

８ 損害賠償等             

(1) 受託者は、当該業務の実施に伴って受託者の責に帰すべき理由により第三者に損

害を及ぼしたときは損害を賠償しなければならない。 

(2) 業務実施中に事故が起こったときは、ただちに関係機関に通報するとともに、受

託者は自らの責任において処理するものとする。 

(3) 前項の場合において、受託者は、事故の経緯について、事故発生後ただちに監督

職員に口頭連絡し、その後速やかに書面をもって経過報告すること。 

 

９ その他              

(1) 委託者は受託者の業務履行状況を不適当と認めた場合は、その理由を明示し業務

の改善を受託者に求めることができる。 

(2) 受託者は委託者より改善を求められた場合は原因追求を行って業務の改善を図り、

原因・改善方法について委託者に改善報告書を提出し、承諾を得てから業務の再開

をしなければならない。 

(3) 受託者は、委託者からの指示に対しては、迅速な処理を行うとともに、早急に結

果を報告するものとする。 

(4) その他、本仕様書に定めのない事項については、千葉県土木工事共通仕様書「植

栽･緑地管理編」を参考に監督職員と協議し、決定するものとする。 
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（長期継続契約）市川市観賞植物園樹木管理業務委託特記仕様書 

この仕様書は、委託者が発注する下記の業務に関して、受託者が当該業務を履行す

るために必要な事項を定めるものとする。 

１ 件 名 

２ 業 務 目 的 

３ 委 託 場 所 

４ 委 託 期 間 

 （長期継続契約）市川市観賞植物園樹木管理業務委託 

  本業務委託は、観賞植物園において植物の剪定、追肥、防除等の管

理業務を行い、園内温室の熱帯植物及びサボテンを毎年定期的に開花

させることを目的とする。 

 市川市大町 213 番地 11 

 令和 7 年 6 月 1 日 ～ 令和 10 年 5 月 31 日 

５ 業 務 内 容 

ア）業務内容・年間数量

名 称 規 格 単位 数 量 備 考 

【熱帯温室】 

熱帯植物剪定 

 高木 H=8ｍ以上 本 2 ﾀﾋﾞﾋﾞﾄﾉｷ他

 高木 H=6～8ｍ未満 本 3 ﾔ ﾏ ﾄ ﾞ ﾘ ﾔ ｼ他

 高木 H=4～6ｍ未満 本 40 ﾍﾞﾝｼﾞｬﾐﾝ他

 中木 H=2～4ｍ未満 本 5 ｲ ﾝ ﾄ ﾞ ｿ ｹ ｲ他

 中木 H=1～2ｍ未満 本 5 ｷ ﾌ ｹ ﾞ ｯ ﾄ ｳ他

 下草類 H=1ｍ未満 本 15 クロトン他

アーチ か所 2 ﾌﾞｰｹﾞﾝﾋﾞﾘｱ他

病虫害防除 

 病虫害防除 200ℓ/回 回 6 514 ㎡ 

有機肥料施肥(果樹ゾーン) 

ステビア施肥敷き均し 30ℓ×20 袋 回 1 

液体肥料施肥 
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名   称 規  格 単位 数 量 備 考 

 液体肥料散布 ステビア系等 回 2 514 ㎡ 

熱帯植物植替え     

9 月分植替え     

 ﾍ ﾟ ﾄ ﾚ ｱ ・ ｳ ｫ ﾙ ﾋ ﾞ ﾘ ｽ 等 10 号鉢  鉢 2  

 ﾎﾟｰﾓﾝﾃｨｱ・ｸﾞﾗﾝﾃﾞｨﾌﾛﾗ 等 8 号鉢  鉢 1  

 マツリカ等 7 号鉢  鉢 3  

 ﾏﾝﾃﾞｳﾞｨﾗ・ ﾌﾆﾌｫﾙﾐｽ 等 6 号鉢  鉢 1  

 ヤエマツリカ等 5 号鉢  鉢 3  

 アンスリウム等 5 号鉢  鉢 6  

 ｱ ｸ ﾞ ﾗ ｵ ﾈ ﾏ・ ｼ ﾞ ｭ ｴ ﾘ ｰ  等 4 号鉢  鉢 12  

 ネオレゲリア等 4 号鉢  鉢 6  

11 月分植替え     

 ｵﾄﾞﾝﾄﾈﾏ・ ｶﾘｽﾀｷｳ ﾑ  等 6 号鉢  鉢 4  

 タヒチクチナシ等 6 号鉢  鉢 3  

 イリマ等 5 号鉢  鉢 3  

 グズマニア(大径種)等 4 号鉢  鉢 8  

 ｼ ｿ ｱ ｵ ｲ・ ﾌ ﾞ ﾗ ｯ ｸ ｷ ﾝ ｸ ﾞ  等 4 号鉢  鉢 3  

 ｼﾞｬｽﾐﾆｳﾑ・ ﾆﾃｨﾄﾞｩ ﾑ  等 4 号鉢  鉢 9  

3 月分植替え     

 ﾃ ｺ ﾏ ﾝ ﾃ ・ ｳ ｪ ﾇ ｽ ﾀ 等 7 号鉢  鉢 2  

 ﾂﾝﾍﾞﾙｷﾞｱ・ｸﾞﾗﾝﾃﾞｨﾌﾛﾗ 等 6 号鉢  鉢 2  

 ナンヨウザクラ等 6 号鉢  鉢 2  

 ドウバベニヒモノキ等 5 号鉢  鉢 3  

 ﾂﾝﾍﾞﾙｷﾞｱ・ﾊﾞｯﾃｨｽｺﾝﾍﾞｲ 等 4 号鉢  鉢 3  

 サラセニア等 3 号鉢  鉢 20  

【サボテン温室】     

サボテン剪定     

 柱サボテン類 H=2ｍ内外  本 10  
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名   称 規  格 単位 数 量 備 考 

 リュウゼツラン類 H=2ｍ内外  本 5  

病虫害防除     

 殺虫・殺菌剤散布  回 6 270 ㎡ 

液体肥料施肥     

 液体肥料散布 ステビア系等 回 2 270 ㎡ 

 ※上記数量は 1 年間の数量であり、委託期間全体の数量は上記記載の数量に 3 を乗じ

た数量とする。 

 

イ）実施条件 

  ○実施環境  

   ・観賞植物園建物の熱帯温室（514 ㎡）及びサボテン温室（270 ㎡）内とする。 

  ○実施上の留意事項 

   ・観賞植物園については生育環境が異なる様々な地域の植物を 1 か所に集めて

育成するため、温度、水分、採光、通風、土壌の状態等をこまめに確認し、調整

すること。なお、設備などの調整が必要な場合は監督職員に報告すること。 

    ・原則として、作業は観賞植物園休園日（原則月曜日）に行うものとする。 

 

６ 業務担当に関する事項 

  ・業務責任者は「1 級または 2 級造園施工管理技士」かつ、熱帯植物及びサボテン

に係る維持管理業務委託を受託したことがある者とする。 

 

７ 実 施 方 法  

■ 樹木剪定                                  

＜共通事項＞ 

ア）資格者の配置……作業中は「1 級又は 2 級造園技能士」若しくは「街路樹剪定士」

を配置し、適切な指導管理の下作業を行うこと。 

イ）樹木剪定の目的……剪定は樹形の骨格づくり、樹冠の整正、こみすぎによる病

虫害及び枯損枝の発生防止などを目的とする。 

ウ）協議と記録 

・樹木剪定着手にあたり、受託者は監督職員と良く話し合い、剪定の目的・目標・

留意事項などを良く理解したうえで、各々の作業を適切に行うこと。 
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・協議した内容は、必ず打合せ記録簿に残すこと。特に施行原則（Ex.ぶつ切り、

芯止めの禁止）を変更する場合や業務上の重要点は丁寧に記載すること。

エ）剪定方法は、それぞれの樹種、樹形に応じて、最も適切な方法（枝すかし、切

詰め、枝抜き、切返し、枝おろしなど）によって行うこと。

オ）見本切り

・作業の始めには見本切りを行い、監督職員の承諾を得てから作業を行うこと。

実施場所が複数ある場合は、監督職員と協議する。また、剪定時期が異なると

きは、改めて見本切りを行うこと。

カ）樹木の樹姿及び仕立て方

・景観上の目的から規格形にする場合を除き、自然形仕立てとする。

・特に必要と認められる場合を除き、見通しなどを考慮するとともに、通風、採

光、通行などにおいて障害となる枝は除去すること。

・樹木の上方や南側の樹勢が盛んな部分は強く、下方や北側の樹勢が弱い部分は

弱く剪定すること。

キ）剪定作業上の留意事項

・ぶつ切りは原則として行わない。やむを得ずぶつ切りを行う場合には監督職員

と十分に協議を行うこと。

・太枝については二段伐りを行うこと。なお、必要に応じて、吊り切りなどの安

全対策を施すこと。

・樹形に応じて芯止めが必要な場合は、監督職員と協議して決定すること。

・直径 5 ㎝以上の切り口については、癒合剤を塗り樹木の養生を行うこと。

ク）不要になった棕櫚縄・幹巻材など及び、不用意に取り付けられた鉄線などは取

り除くこと。

ケ）高所での作業は、原則としてフルハーネス型とするが、着用者が墜落時に地面

に到達するおそれのある場合（高さが 6.75m 以下）は、胴ベルト型（1 本つり）

の墜落制止用器具を着用し、安全対策を十分に行うこと。

○ 熱帯植物剪定、サボテン剪定

ア）樹形の骨格をつくることを目的とする。

イ）剪定時期については、樹の特性に合わせて十分に監督職員と協議して決定する

こと。

■ 病虫害防除

＜共通事項＞ 

ア）目的……病気や害虫により樹木が著しく損傷を受けたり、美観が損なわれたり
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する前に適切な措置を講じ、病虫害による被害を最小限にすることを目的に行う。 

イ）受託者は他作業（剪定など）時に病虫害の発生を発見した場合は、直ちに監督

職員に報告し対応について協議を行うこと。 

○ 薬剤散布 

ア）薬剤散布の適用条件 

・熱帯植物等については、病虫害の発生を防ぐために必要最小限度の、「殺虫剤」

「殺菌剤」の散布を行うこと。 

イ）散布日時 

・散布日時については監督職員と十分に協議し決定すること。 

ウ）資格者の配置 

・薬剤散布は、「千葉県農薬管理指導士」の適切な指導管理の下行うこと。 

エ）薬剤散布の仕様・注意点 

・農薬取締法に基づいて登録された当該防除対象物などに適用のある農薬を、ラ

ベルに記載されている使用方法（使用回数、使用量、使用濃度など）及び使用

上の注意事項を守って行うこと。 

・病虫害の被害状況を良く把握し、薬剤には必ず展着剤を混合して残存効果期間

を延ばすとともに、散布計画書を提出して監督職員の承諾を得てから着工する

こと。 

・薬剤散布は、樹幹、樹枝、枝葉の表裏をむらなく行うこと。 

・使用農薬は汎用性のある非有機リン系農薬を使用し、害虫に耐性がつかないよ

う農薬の種類を変更すること。（同一種類の継続はおおむね 5年程度とすること） 

・薬剤の空容器については、適正な処分をすること。 

・散布後は、落下してきた害虫の清掃を行い、害虫の死骸による第三者への不快

感を与えないようにすること。 

オ）植物園利用者への配慮 

・散布後の一定期間（おおむね 1 週間程度）、散布と薬剤などについての周知を行

うこと。 

カ）散布後について 

・散布完了日から 2 週間以内に害虫などが確認された場合には、受託者の責任に

おいて再度薬剤散布を行うこと。 

キ）作業記録 

・受託者は、農薬を使用した年月日、場所及び対象植物など、使用した農薬の種

類又は名称ならびに、使用した農薬の単位面積あたりの使用量及び希釈倍率を

記載した農薬使用記録簿を作成し、一定期間（3 年間）保管すること。 
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■ 施肥                                    

  観賞植物園内の植栽について良好な生育を維持するために行う。 

 ○ 有機肥料施肥（果樹ゾーン） 

ア）原則として肥料の種類はステビア堆肥（5 ㎏/㎡）とするが、対象樹木（果樹）

の生育状況により「窒素」「リン酸」「カリ」の配合比率について監督職員と十分

に協議を行い、適切な種類及び施肥量を決定すること。 

  ○ 液体肥料施肥 

ア）原則として肥料の種類はステビア系液体肥料とするが、対象樹木の生育状況に

より「窒素」「リン酸」「カリ」の配合比率について監督職員と十分に協議を行い、

適切な種類及び施肥量を決定すること。 

イ）樹木にかからないように注意しながら、地表面に散布すること。 

ウ）対象エリアは熱帯温室（514 ㎡）及び、サボテン温室（270 ㎡）とする。 

 

■ 植替え                                   

ア）観賞植物園の演出、樹種剪定、配色について監督職員と協議を行い、受託者は

より良い展示演出方法について気付いた点があれば提案すること。 

イ）材料は発育良好で病虫害に侵されていないものとし、あらかじめ植出しに耐え

られるよう栽培され、細根が多く発生しており、かつ徒長していない整一な形姿

のものとすること。 

ウ）周囲の樹木や施設を傷めないように十分注意しながら、対象樹木を取り除くこ

と。 

エ）基本は植え付け時に発酵鶏糞又は有機肥料（200ｇ/㎡）の混合とするが、土の

状況を考慮しより適した有機肥料及び施肥量を監督職員と十分に協議して決定す

ること｡ 

オ）植え付けに際しては、既存の床土を 30 ㎝程度掘り起こして耕転を行い、ゴロ土

やゴミを取り除くこと。 

カ）材料搬入確認後直ちに植え付け及び、水極めを行って根部の周りに空隙を生じ

ないようにし、樹木の浮き上がりが見られたときは植え直しを行って活着に努め

ること。 

キ）次回交換時期までに枯死又は形姿不良（枯枝が樹冠部のおおむね 3 分の 2 以上

となった場合又は、通直な主幹をもつ樹木については、樹高のおおむね 3 分の 1

以上の主幹が枯れた場合をいい、確実に同様の状態になると想定されるものを含

む）となった場合は、受託者の負担で植え直しを行うこと。なお、枯死又は形姿

不良の判定は監督職員と立会いのうえ行うものとする。 
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８ 添 付 資 料 

・案内図 ・・・別紙 1

・観賞植物園位置図 ・・・別紙 2

・熱帯、サボテン温室位置図 ・・・別紙 3

・業務完了報告書 ・・・別紙 4

・完了届 ・・・別紙 5

９ 成果品関係 

ア）共通仕様書 5-3 に定める納品図書（成果品）を期ごとに以下の日までに提出す

ること。 

令和 7 年度 

 1 期（ 6 月 1 日 ～  6 月 30 日まで）  ： 1 期終了後 20 日以内 

2 期（ 7 月 1 日 ～  9 月 30 日まで）  ： 2 期終了後 20 日以内 

3 期（10 月 1 日 ～ 12 月 31 日まで）  ： 3 期終了後 20 日以内 

4 期（ 1 月 1 日 ～  3 月 31 日まで）  ： 3 月 31 日まで 

令和 8、9 年度 

1 期（ 4 月 1 日 ～  6 月 30 日まで）  ： 1 期終了後 20 日以内 

2 期（ 7 月 1 日 ～  9 月 30 日まで）  ： 2 期終了後 20 日以内 

3 期（10 月 1 日 ～ 12 月 31 日まで）  ： 3 期終了後 20 日以内 

4 期（ 1 月 1 日 ～  3 月 31 日まで）  ： 3 月 31 日まで 

 令和 10 年度 

1 期（ 4 月 1 日 ～  5 月 31 日まで）  ： 委託期間満了日まで 

１０ そ の 他 

ア）委託期間中の不適切な管理により樹木が枯損した場合は、受託者の負担で同等

樹木の補植を行うこと。 
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別紙４ 

業 務 完 了 報 告 書（第  期支払分）

令和  年  月  日 

市 川 市 長  様 

住 所 

氏 名 印 

下記の通り業務が完了したので、報告をします。 

１．委託事務（事業名）

２．施行（納入）場所 

３．契 約 年 月 日  令和  年  月  日 

４．支払期委託金額   金 円 

５．支払期業務期間 令和  年  月  日 から 

令和  年  月  日 まで 

６．支払期業務期間に 令和  年  月  日 

  おける完了年月日 

７．作  業  報  告 別紙、作業報告書のとおり 



別紙５ 

完 了 届 

令和  年  月  日 

市 川 市 長 

住 所 

氏 名 印 

下記の通り業務が完了したので、届出をします。 

１．委託事務（事業名）  

２．施行（納入）場所 

３．契約年月日 令和  年 月 日 

４．委 託 金 額  円  

令和  年 月 日 から 

５．委 託 期 間 

令和  年  月   日 まで 

６．完了年月日 令和  年  月   日 
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